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皆
さ
ん
は
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ

ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
（
以
下
Ａ

Ｃ
Ｐ
）
と
い
う
言
葉
を

聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
？
　
医
療
や
介
護

の
現
場
で
は
以
前
か
ら

使
用
さ
れ
て
い
る
言
葉

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
Ａ

Ｃ
Ｐ
は
、
今
後
の
治
療

・
療
養
に
つ
い
て
、
患

者
さ
ん
や
ご
家
族
の
方

と
医
療
従
事
者
が
あ
ら

か
じ
め
話
し
合
う
自
発
的
な
プ

ロ
セ
ス
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
は
、
こ
の
Ａ
Ｃ

Ｐ
の
愛
称
を
「
人
生
会
議
」
と

名
付
け
、
１１
月
3０
日
（
い
い
看

取
り
・
看
取
ら
れ
）
を
「
人
生

会
議
の
日
」
と
し
、
人
生
の
最

終
段
階
に
お
け
る
医
療
・
ケ
ア

を
考
え
る
日
と
制
定
し
ま
し

た
。

　
日
本
人
は
「
死
」
を
タ
ブ
ー

視
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
か

ら
、
こ
の
よ
う
な
人
生
の
最
終

段
階
に
お
け
る
話
し
合
い
を
す

る
こ
と
は
「
縁
起
で
も

な
い
」
と
い
わ
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
と

て
も
重
要
な
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
命
の
危
機
が
迫
っ
た

状
態
に
な
る
と
、
約
７０

％
の
方
が
、
医
療
や
ケ

ア
な
ど
を
自
分
で
決
め

た
り
、
望
み
を
伝
え
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
で
は
ど

う
す
れ
ば
良
い
で
し
ょ
う
か
。

②
に
続
く
。

「人生会議」
してみませんか①

（
一
社
）終
活
マ
イ
ラ
イ
フ

理
事

熊
崎
　梨
絵 １５

～
７０
％
、
Ｐ
Ｒ
２０
～
3０
％
で
安

定
し
て
推
移
し
ま
し
た
（
表

１
）
。
草
種
構
成
の
変
動
や
雑

草
割
合
か
ら
、
Ｏ
Ｇ
と
Ｐ
Ｒ
の

播
種
割
合
に
つ
い
て
は
Ｏ
Ｇ
５０

％
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

台
地
土
で
Ｏ
Ｇ
、 

Ｐ
Ｒ
混
播
草
地
を 

長
持
ち
さ
せ
る
方
法

　
台
地
土
で
は
、
Ｏ
Ｇ
、
Ｐ
Ｒ

混
播
草
地
（
こ
こ
で
は
Ｏ
Ｇ
５０

％
）
の
年
間
３
回
刈
り
の
草
種

構
成
は
、
更
新
８
年
目
ま
で
一

貫
し
て
雑
草
が
ほ
と
ん
ど
侵
入

せ
ず
、
良
好
な
草
種
構
成
を
保

ち
ま
し
た
（
図
１
）
。

　
さ
ら
に
更
新
８
年
目
ま
で
の

で
も
速
や
か
に
草
種
構
成
が
悪

化
す
る
も
の
で
は
な
く
、
Ｏ

Ｇ
、
Ｐ
Ｒ
の
混
播
草
地
は
柔
軟

な
管
理
に
も
耐
え
ら
れ
る
こ
と

が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
Ｏ
Ｇ
、

Ｐ
Ｒ
混
播
草
地
を
生
か
し
て
長

持
ち
さ
せ
る
管
理
方
法
は
、
年

３
回
刈
り
で
刈
り
取
り
時
期
は

１
番
草
が
Ｏ
Ｇ
の
出
穂
始
～
出

穂
期
、
再
生
草
が
生
育
日
数
４０

～
５０
日
と
し
ま
す
。
ま
た
、
施

肥
に
つ
い
て
は
Ｐ
Ｒ
の
採
草
利

用
時
に
準
じ
ま
す
。
こ
の
管
理

に
よ
っ
て
、
更
新
後
８
年
目
ま

で
良
好
な
草
種
構
成
と
十
分
な

生
産
量
の
確
保
が
期
待
で
き
ま

す
。泥

炭
土
で
は
台
地
土 

ほ
ど
長
持
ち
し
な
い

　
今
度
は
泥
炭
土
の
試
験
結
果

に
つ
い
て
ふ
れ
た
い
と
思
い
ま

す
。
Ｏ
Ｇ
の
混
播
割
合
５０
％
で

更
新
し
た
草
地
４
筆
に
つ
い
て

見
ま
す
と
、
更
新
２
年
目
の
各

番
草
で
は
播
種
牧
草
割
合
が
お

お
む
ね
７０
％
以
上
で
Ｒ
Ｃ
Ｇ
割

合
は
２０
％
程
度
で
し
た
が
、
１

圃
場
（
Ｄ
圃
場
）
を
除
い
て
は

更
新
４
年
目
に
は
Ｒ
Ｃ
Ｇ
割
合

が
４０
～
５０
％
と
な
り
、
播
種
牧

草
割
合
が
６０
％
以
下
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
（
図
２
）
。

　
こ
の
よ
う
に
、
草
種
構
成
の

点
か
ら
見
て
Ｏ
Ｇ
、
Ｐ
Ｒ
混
播

の
効
果
は
台
地
土
よ
り
劣
る
と

い
え
ま
す
。
そ
の
中
で
更
新
４

年
目
に
お
い
て
も
良
好
な
植
生

が
保
た
れ
た
Ｄ
圃
場
で
は
、
土

砂
含
量
が
８５
％
と
高
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
排
水
性
も
良
好
で
あ

る
と
み
ら
れ
ま
し
た
。

　
過
去
の
試
験
で
も
排
水
性

（
土
壌
還
元
反
応
に
よ
る
判

定
）
と
草
種
構
成
と
の
関
連
は

指
摘
さ
れ
て
お
り
、
泥
炭
草
地

に
お
い
て
は
排
水
性
の
改
善
が

本
技
術
の
効
果
を
持
続
さ
せ
る

条
件
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

Ｏ
Ｇ
、Ｐ
Ｒ
が
入
る
と 

Ｗ
Ｓ
Ｃ
は
上
が
る

　
小
規
模
パ
ウ
チ
法
を
用
い
た

サ
イ
レ
ー
ジ
試
験
で
は
、
Ｒ
Ｃ

Ｇ
に
Ｏ
Ｇ
、
Ｐ
Ｒ
を
混
播
す
る

こ
と
に
よ
り
Ｒ
Ｃ
Ｇ
単
独
と
比

較
し
て
サ
イ
レ
ー
ジ
の
良
質
発

酵
の
た
め
に
重
要
な
成
分
で
あ

る
原
料
草
の
可
溶
性
炭
水
化
物

（
Ｗ
Ｓ
Ｃ
）
含
量
が
高
く
な
り

ま
し
た
。

オーチャードグラス・ペレニアルライグラス混播草地の管理技術天北地域

Ｏ
Ｇ
５０
％
で
年
３
回
刈
り

草種 処理
更新２年目 更新３年目 更新４年目 更新５年目 更新６年目 更新７年目 更新８年目

１番 ２番 ３番 １番 ２番 ３番 １番 ２番 ３番 １番 ２番 ３番 １番 ２番 １番 ２番 ３番 １番 ２番 ３番
ＯＰ75 55 81 72 71 63 63 76 80 76 74 86 66 62 57 65 71 63 50 66 57

ＯＧ ＯＰ50 31 47 49 60 55 52 61 62 72 65 74 58 56 50 59 55 55 58 69 61
ＯＰ25 21 36 33 47 50 50 71 69 86 75 70 57 59 50 61 68 59 61 77 62
ＯＰ75 41 18 25 19 31 18 13 14 14 13  8 25 22 33 29 21 13 32 28 32

ＰＲ ＯＰ50 64 51 47 37 42 43 32 30 22 20 20 32 31 42 34 34 26 26 24 27
ＯＰ25 75 63 64 50 47 45 22 26 10 12 24 34 25 43 36 25 31 27 18 27

表１　台地土におけるＯＧ、ＰＲ混播率と更新後の草種割合

注）処理名の数字は播種時のＯＧの混播割合（重量比）を示す。例えばＯＰ75はＯＧ75％、ＰＲ25％の混合

　

天
北
地
域
で
は
リ
ー
ド
カ
ナ
リ
ー
グ
ラ
ス
（
以
下
Ｒ
Ｃ
Ｇ
）
な
ど
の
雑
草
に

侵
入
さ
れ
、
草
種
構
成
が
悪
化
し
た
草
地
が
増
え
て
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
そ
の
よ
う
な
草
地
に
オ
ー
チ
ャ
ー
ド
グ
ラ
ス
（
以
下
、
Ｏ
Ｇ
）
、
ペ
レ

ニ
ア
ル
ラ
イ
グ
ラ
ス
（
以
下
Ｐ
Ｒ
）
を
混
播
し
て
導
入
し
た
際
の
草
種
構
成
や

生
産
性
を
、
台
地
土
で
は
８
年
間
、
泥
炭
土
で
は
４
年
間
評
価
し
ま
し
た
。

注１）2013、14年更新の草地。前植生はどちらもＲＣＧ優占草地。更新２～７年目のデータは２圃場の平
　　　均で、更新８年目のデータは13年に更新したもののみ
注２）ＯＧ、ＰＲはそれぞれ播種量２㌔/10㌃でＯＰはＯＧ、ＰＲそれぞれ１㌔/10㌃ずつのＯＰ50区のデータ

図１　台地土における乾物収量推移（更新２～８年目） 地
方
独
立
行
政
法
人

北
海
道
立
総
合
研
究
機
構

農
業
研
究
本
部

酪
農
試
験
場
　
天
北
支
場

地
域
技
術
グ
ル
ー
プ

岡
元
　英
樹

刈り取
り回数 番草

更新２年目 更新３年目 更新４年目 更新５年目 更新６年目 更新７年目 更新８年目
乾物
収量

牧草
率

乾物
収量

牧草
率

乾物
収量

牧草
率

乾物
収量

牧草
率

乾物
収量

牧草
率

乾物
収量

牧草
率

乾物
収量

牧草
率

㌔/10㌃ ％ ㌔/10㌃ ％ ㌔/10㌃ ％ ㌔/10㌃ ％ ㌔/10㌃ ％ ㌔/10㌃ ％ ㌔/10㌃ ％
３回 １番 470 （94） 353 （87） 303 （87） 326 （93） 340 （94） 378 （92） 329 （94）

２番 337 （88） 316 （86） 268 （86） 200 （96） 228 （95） 199 （92） 310 （91）
３番 369 （94） 285 （94） 205 （96） 210 （97） 218 （81） 267 （95） 205 （95）
年合計 1176 （92） 953 （89） 776 （89） 735 （95） 786 （91） 844 （93） 844 （93）

２回 １番 606 （89） 519 （91） 330 （74） 308 （74） 357 （86） 369 （81） 330 （84）
２番 355 （89） 361 （86） 256 （86） 211 （72） 244 （81） 205 （75） 258 （86）
年合計 962 （89） 880 （89） 586 （79） 519 （73） 601 （84） 627 （72） 587 （85）

年合計における
比（２回/３回）   0.82   0.96     0.92  1.00    0.76  0.89    0.71  0.77    0.76  0.93    0.74  0.78    0.70  0.91

注）2013、14年更新の草地。前植生はどちらもＲＣＧ優占草地。更新２～７年目のデータは２圃場の平均で、更新８年目のデー
　　タは13年に更新したもののみ。２回刈りの１、２番草は更新４年目までは地域慣行（１番草６月下旬、２番草８月下旬）、
　　５年目以降は３回刈り区と同時期に刈り取った

表２　刈り取り回数別収量と牧草率の年次推移

　
以
上
の
よ
う
に
、

Ｏ
Ｇ
、
Ｐ
Ｒ
混
播
導

入
は
台
地
土
で
長
期

的
な
効
果
を
示
し
、

泥
炭
土
で
も
限
定
的

な
が
ら
サ
イ
レ
ー
ジ

の
発
酵
品
質
改
善
に

は
有
効
で
し
た
。
天

北
地
域
に
適
し
た
こ

れ
ら
２
草
種
の
牧
草

を
上
手
に
使
え
ば
、

良
質
粗
飼
料
の
増
収

が
可
能
に
な
り
ま

す
。

Ｏ
Ｇ
、Ｐ
Ｒ
の 

適
し
た
混
播
割
合
は

　
台
地
土
の
圃
場
で
、
播
種
時

の
Ｏ
Ｇ
割
合
を
Ｏ
Ｇ
２５
、
５０
、

７５
％
（
残
り
は
Ｐ
Ｒ
）
と
し
て

更
新
す
る
と
、
更
新
３
年
目
ま

で
は
播
種
割
合
の

影
響
が
草
種
構
成

に
表
れ
て
い
ま
し

た
が
、
更
新
５
年

目
以
降
は
い
ず
れ

の
播
種
割
合
で
も

お
お
む
ね
Ｏ
Ｇ
６０

収
量
は
Ｏ
Ｇ
、
Ｐ

Ｒ
そ
れ
ぞ
れ
の
単

播
草
地
よ
り
も
高

く
、
生
産
性
の
上

で
も
大
き
く
期
待

が
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
刈
り
取
り

回
数
を
年
２
回
に

す
る
と
、
年
３
回

刈
り
と
比
較
し
て

年
合
計
乾
物
収
量

が
７
割
程
度
、
牧

草
率
が
８
割
程
度

に
低
下
し
ま
し
た

（
表
２
）
。

　
こ
の
こ
と
か

ら
、
年
３
回
刈
り

が
望
ま
し
い
で
す

が
、
年
２
回
刈
り

図２　泥炭土におけるＯＧ、ＰＲ混播圃場の
　　　ＲＣＧ割合の推移（2018～20年）

注１）アルファベットは圃場名。Ａ～Ｃは2017年
         更新、Ｄは18年更新
注２）ＯＧ、ＰＲはそれぞれ播種量１㌔/10㌃（ＯＰ
　　　50区）、ＲＣＧ割合は生重％


